












































































































































































































































































[ -consonantal] [ + consonanta日
Vowels [ 1 ] 
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H:二重母音 [-aI][ -eI][ -JI][ -auJ[ -ouJ[ -IdJ[-εdJ[ー UdJ
[-JdJ 
三重母音 [ -aId] 
これらの副音には，理論どおり，いずれも母音の中では比較的に喋音性の強
いもの，つまり比較的子音に近い母音が選ばれているのが分かる。それらの
母音は，母音の中でもきこえが比較的小さいからである。 [dJは[1 Jや [uJ
ほど高舌ではないが，狭唇で発されるため比較的に喋音性の高い音といえる。














(注 1) これらの音声のきこえについては， Peter Ladefoged， A Course in Phonetics 
(982)， p.222を参照した。
(注 2) 音節に関しては拙論「音節とは何か，モーラとは伺か」月刊「言語J(大修館)1988 
年 3月号参照。
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